第４条関係

　年　　月　　日

（あて先）京都市長
公園活用提案書
　

Park-UP事業実施要綱第４条第２項に基づき、〇〇公園について公園活用提案書を提出します。
（事業の実施を希望する団体）*１
　　　　EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps11 \o\ad(\s\up 10(ふりがな),氏名)（自署）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　住所
　　　　　　〒　　　－
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　電話番号
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　メールアドレス
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
（○○学区自治連合会）*２
EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps11 \o\ad(\s\up 10(ふりがな),氏名)（自署）

　　会長　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
（○○公園愛護協力会）*２　

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps11 \o\ad(\s\up 10(ふりがな),氏名)（自署）

　　　　　　　　　　　　会長　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
	提案内容

	■公園名＊３
　○○公園

	①現状の課題（自由記述）

	②公園をこんな場所にしたい（自由記述）


	③公園でやってみたい活動提案＊４（自由記述）
【タイトル】
【内容】（別紙での提出も可）


	④希望する内容にチェックしてください。

□ 地域独自の利用ルールを創りたい。（フェーズ１）

□ サポート団体との連携をしていきたい。（フェーズ２）
□ 公園に地域の交流・活動拠点となる施設を造りたい。（フェーズ３）
□ その他

	添付書類
□ 活動実績報告書（様式自由）
＊Park-UP事業実施要綱第４条第１項⑶に該当する団体のみ添付

	□  Park-UP事業実施要綱等に記載の内容を承知のうえ、応募します。
なお、応募条件に抵触しておらず、かつ提案主体としての資格を有することを
誓約します。


＊１　事業の実施を希望する団体について
以下の要件を満たす団体は、提案主体となることができます。
（実施要綱第４条抜粋）
⑴　事業を実施する公園（以下「対象公園」という。）の種別を勘案した一定の範囲における自治連合会等
⑵　対象公園において認定されている協力会
⑶　対象公園の種別を勘案した一定の範囲において、地域活動に取り組むことを主たる目的とする団体
⑷　その他市長が認める団体
＊２　署名について
事業の実施を希望する団体が、自治連合会等及び協力会の場合又はそれらの団体が参加している場合、該当する団体の署名は不要です。

＊３　事業の対象公園について
建設局所管の住区基幹公園（街区公園、近隣公園及び地区公園）
　希望する公園が提案可能か分からない場合は、以下を御確認いただくか、みどり政策推進室までお問合せください。
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京都市ホームページ：https://www.city.kyoto.lg.jp/kensetu/page/0000214383.html


＊４　提案内容について
１　提案内容は、公園の魅力向上を目指すとともに、地域コミュニティの活性化など、地域課題の解決や価値向上を目的とした、提案主体が主体的に実施、企画運営等を遂行できる提案とし、次のいずれかに該当する内容は提案できないものとします。
（実施要綱第１３条抜粋）
　⑴　政治的又は宗教的活動
　　⑵　青少年等に有害な影響を与える物販、サービス提供等
　　⑶　騒音や悪臭など、周辺環境を損なうことが予想される行為
　　⑷　暴力団員による不当な行為の防止等に関する法律第２条第１項第２号から第６号までに規定する暴力団及びその構成員等の活動
　　⑸　公序良俗に反し又は反社会的な破壊のおそれがある活動
⑹　そのほか、市が実施する内容として不適切と判断する行為
２　活動に当たっては以下の事項を遵守してください。
（実施要綱第１４条抜粋）
⑴　京都市都市公園条例（以下「条例」という。）第５条に定める禁止行為でないこと。
⑵　公園の設置目的に照らして、適当と認められること。

⑶　公園の他の利用者及び公園周辺の居住者等に著しく迷惑にならないこと。

⑷　事故の発生のおそれがないこと。

⑸　専ら営利を目的としないこと。

⑹　暴力団員による不当な行為の防止等に関する法律第２条第１項第２号から第６号までに規定する暴力団及びその構成員の利益にならないこと。

⑺　その他公園管理上、支障とならないこと。

